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令和２年度第１回経営協議会報 
 
 

総務部総務課  
 

 
日  時   令和２年６月２５日（木）１３：３０～１６：２３（オンライン会議） 
 
 
審 議 事 項 
（1）第３期中期目標期間４年目終了時評価の実績報告書（達成状況報告書・業務実績報告書）

について 

    木暮理事及び越野副理事から，独立行政法人大学改革支援・学位授与機構へ提出予定の
「中期目標の達成状況報告書（案）」及び国立大学法人評価委員会（文部科学省）へ提出
予定の「平成３１事業年度に係る業務の実績及び第３期中期目標期間（平成２８年度～  

３１事業年度）に係る業務の実績に関する報告書（案）」について，資料に基づき提案説
明があり，審議の結果，各報告書の方向性が了承され，提出までの間にさらなる文言等の
精査及び修正を学長一任で行うこととした。  

       学外委員から，業務の実績に関する報告書において，各中期計画の評定が「Ⅳ．計画を
上回って実施している」となっている項目の数が例年と比べどのように推移しているのか
との確認があり，後日，追って報告することとした。  

 

（2）令和 3年度概算要求事項（案）について 
福治理事から，令和３年度概算要求事項（案）について，主に，「ビジョンに基づく４

つの戦略を着実に推進する取組」及び「成果を中心とする実績状況に基づく配分」の観点
から資料に基づき提案説明があり，審議の結果，方向性が了承され，詳細は学長一任とす
ることで了承された。  

    学外委員から，新型コロナウイルス感染症の影響による大学病院の赤字補填や「ビジョ
ンに基づく４つの戦略を着実に推進する取組」のうち目標の達成が困難となる留学や国際
化推進に関する評価指標の修正等が可能か関係機関へ要望・交渉を行うことの提案があっ
た。  

 
 
報 告 事 項 
（1）上原キャンパスの移転について 
     大屋理事から，移転先用地の取得状況及び医学部関係施設の配置計画変更について，資

料に基づき報告があった。  

    学外委員から，科学技術基本法が改正され大学と民間企業が合同で共同研究企業体を設
置することが比較的容易になったことから，共同研究企業体が移転先の周辺で拠点（建物
）を作ることの可能性について確認があり，本学先端医学研究センターのレンタルラボの
活用に加え，今回の配置計画変更に伴って発生した空きスペースに建築することも可能性
として考えられる旨の説明があった。また，今後，返還が予定されている駐留軍用地にお
いて，宜野湾市（移転先）と沖縄県が将来的に生命科学研究施設や企業等の誘致を構想し
ていることについて説明があった。  

 

（2）令和元年度卒業生の進路状況について 
井上理事から，令和２年３月に卒業・修了した学部学生及び大学院生の進路状況につい

て，資料に基づき報告があった。  

       学外委員から，新型コロナウイルス感染症の影響などの情報について確認があり，影響
の詳細までは分析できてないが，現状として，県外への移動が可能となり活発化する見通
しであること，県内では求人をストップしている企業が多かったが，再開しつつあること
の説明があった。  

 
（3）新型コロナウイルス感染症に係る本学の対応について 
    学長及び各担当理事から，今年１月からの本学の対応，学生支援，病院の対応，教職員

支援について，資料に基づき報告があった。  

       学外委員から，遠隔でも効果が上がるような授業方法の開発と対面を組み合わせたハイ
ブリッド型の実践等について提案があった。 


